
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

乳牛の飲水量に関する研究

武藤, 軍一郎
九州大学農学部

恵良, 章
九州大学農学部

井上, 輝美
九州大学農学部

山田, 定雄
九州大学農学部

他

https://doi.org/10.15017/14134

出版情報：九州大学農学部農場研究資料. 4, pp.126-134, 1977-06. 九州大学農学部附属農場
バージョン：
権利関係：



126

乳牛の飲水量：に関する研究

武藤軍一郎・恵良　章・山田定雄・井上輝美。古沢弘敏

乳牛にとって水は非常に大切であって、新鮮な水を飲むだげ与えねばならないと言われてい盆

しかし、乳牛に飲ませるべき水の量は大体1日当り56～544とか、乳量の約5倍とか言われ

ている。2ン3）　　本研究は乳牛の飲水量を調査するとともに、気温、飼料構造、飼養方式（運

動時間が中心となる）などに対する乳量と飲水量の関係を農場に論ける乳牛飼養を通じて明らか

にしたものである。なお、本研究は文部省科学研究費により、昭和50～51年の両年度を通じ

て、全国、国。公。私立大学農学部附属農場の共同研究として行なわれた成果の一部である。

　　　　　　　　　　　　　材料および方法

　乳牛は経産牛15～16頭、未経産牛2～6頭、仔牛1～7頭と調査時期によって異なる。

本研究では経産牛のみにつき考察を行ない、その他については資料のみを示した。

　飲水量は水道用の水量計によって測定した。水量計は牛舎内の飲水器に経産牛、未経産牛、仔

牛別に4個、運動場の飲水場に1個を取付けた。運動場における各乳牛直別飲水量は体重比によ

って算出した。な澄、飲水量の測定は毎日午前11時に行なった。

　以上の他に、乳：量、運動時間、種類別飼料給与量を毎日記録した。また、平均気温は最高気温

と最低気温の平均によって求めた。

　　　　　　　　　　　　　結果およ・び考察

t　乳牛の月別飲水量

　昭和50年4月より同51年9月までの期間の月別経産牛飲水量は第1表に示すと論りである。

飲水量は牛舎内飲水量と運動豪飲水量の合計である。月によって経産牛頭数が変動したので、1

頭1日当り飲水量合計によって、．月別飲水量をみれば、飲水量の最高は昭和51年8月の624

であり、最低は同51年1，2月の554である。月によって変動はあるが、夏季の飲水量は多

く、冬季の飲水量は少ない傾向にある。

2　気温と飲水量

　乳牛の飲水量が気温によって強く支配されることが明らかである（第1図）。すなわち、4月

以降気温の上昇につれ飲水量は増加し、7、8．月の飲水量は55」多を越える。とりわけ、昭和5

1年8．月は624にも達している。これは夏季の場合の日中の最高気温が50度以上であること
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第1表　経産牛飲水量
聖

項目 　　牛舎内 運動場 1頭1日
年月　　　　　＼

飲水量 飲水量
飲水量計 頭　数 　当り

�?ﾊ
平均気温 乳量月計

50年4．月 1ゑ984
　　　　45，245 　　　　41Z225

　
　
頭
1
5

　
　
4
4
6

14．2度 z。8苓タ

5月 11，506 2395 20，699 15 51 1Z7 Z147

6月 14β55 8，462 25，295 15 52 22．1 5，981

7月 15，021 11β24 26，845 15 58 2Z6 4，921

8月 11，454 15，985 25，457 15 55 28．1 4，045

9月 13，469 12，595 25，862 15 57 25．7 5，189

10月 16，001 ・10，784 26，785 15 58 191 6，565

11月 15，660 11，967 2Z627 16 58 12．8 6，021

12．月 16，514 3，982 20，496 16 41 z5 5，664

51年1月 12，655 5，975 16，628 15 55 4．2 5，970

2月 φ10，950 4，577 15，507 15 55 6．2 6，646

5月 14，58．0 5，449 1Z829 15 58 8．5 8，116

4月 11，040 Z849 18β89 15 42 14．5　　　　　｝ Z705

5月 ZO78 15，550 20，608 15 44
　　　　　i18．7　　　　　；

・　Z486

6．月 ZO88 10，236 1ス524 14 41 22．0
｝　　　5，460

7月 8，852 8，585 1Z4ろ7 14 40 25．0

　
　
　
4
，
6
8
0
「

8月 16，600 12，085 28，685 15 62
2Z71　　　　　1

4，048

9月 10，100 15，508 25，608 15 52　　　　1 2αgi 5，711

計 1226959 162271 i59625・1 266 一　1
一　　l　　　　I

108，452
平帯　　　　　　，

12，609 2404
@　　　　2

22，015　　　　　　B 14．8　i　　　　｝ 48．8 11z9｝ 6，024　｝

@　　　三

に基因しているものと思われる。しかも乳牛は7、8月も被蔭樹のない運動場に：日中、1日の休

みもなく放牧されていた。一・方、冬季の飲水量は40．4以下と低い。

　しかし、以上は一般的傾向であって、気温のかなり低下し：た昭和50年10．月、11月の飲水

量は58」Zと夏季と変らず、晶晶51年7．月の飲水量は404と少ない。この原因は乳牛の運動

時間、飼料構造などによっていると思われるが、この点は後に考察しよう。

5　乳牛の運動時間と飲水量

　乳牛の運動は強い雨の時以外は運動場で行なわれた。また、夜間放牧は運動場において、4月
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　　　　　　　　　第1図　月別経産牛1頭1日当り飲水量

下旬より11．月まで行なわれた。したがって、12月より4，月までの期間の1ケ．月当り運動時間は

124～176時間と少なく、5，月より11．月までは同じく408・～620時間と多い（第2表）。

これを飼養方式よりみれば、前者は冬型飼養方式、後者は夏型飼養方式である。この夏、冬型は必

ずしも気温によって区分されて訟らず、第1図にみる佃，M月の飲水量の多さは、運動時間の多

い夏型飼養方式と関連すると思われる。

　　第2表　　乳牛の運動時間と飲水量　　　　　　　　　単位：時間

年　　．月　50年4．月　5．月　6．月　　7且　　8．月　　9月’　10月　　1t月　　12月

運動時間　　176　　500　408　596　620　576　　548　　524　　124

年　　月　51年1月　2月　5．月　4月　5月　6月 7．月 8月 9月

運動時間　　128　　155　140　258　545　475　　554　　575　　506

注）　上記時間は1ケ月当り

　　第3表　 運動時間と飲水量

51．7　9～Z14

51．Z15～ス17

5ta」8～a2η4Z9
5壌．8．26～8．28　　　55．7

牛舎内 運動場 計 運動時間、 1日当り

4 4 時間　　分
18．1 12．4 5〔L5 15 ・　00

12．4 58．5 50．7 21 ・．12

4Z9 28．9 76．8 19 ・　00

2．1 55．8 9　。　55
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　この点を確認するため、夏季同月の中で、運動時間と飲水量の関係をみてみよう（第5表）。

7月9日より同14日までは1頭1日当り50．54の飲水量である。一方、7．月15日より同

17日までは21時間の運動時間に増加し、飲水量は50．74と増大している。また、飲水量が

最大である8月の場合、運動時間が19時間の8．月18日置り同21日の間は7684にも達し

ている。一方、運動時間が約10時間の8月26日より同28日の飲水量は55．84に低下して

いる。もちろん、：運動時聞が少ないのは雨のためであり、この雨の日は一般に：気温が下がるとい

う点を：考慮すべきであろう。

　飲水を牛舎内と運動場に分けて考察しよう。昭和50年8．月、同51年5、6、9．月を除けば、

牛舎内に澄ける飲水量の方が運動場に澄ける飲水量より多い（第2図）。もちろん、前述するよ

うに、12月より4月の冬型飼養方式の＝場合は牛舎内に澄ける飼養時間が長いので、牛舎内の飲

水量が多くなるのは当然である。しかし、牛舎内飼養時間の短い夏型飼養方式の場合も、その多

くは牛舎内飲水量の方が運動場の飲水量より多い。このことは、乳牛は濃厚飼料を採食する時や、

またその直後にかなり飲水することをうかがわせる。もっとも、昭和51年5、6月については

不明であるが、粗飼料との関連が考えられる。この点は後にふれよう。
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4．飼料構造と飲水量

　前述したように、昭和51年6、7，月の飲水量は同50年の場合よりかなり少ない（第1表）。

そこで、この両年の飼料給与量を比較してみよう（第4表）。昭和50年6．月の粗飼料給与量は

イタリアンライグラスが56．5k7（1頭1日当り）、イネワラエoh・タ、同7月はゲントコーン、、

4t5Kgである。これに対し、同51年6月の粗飼料給一与量はイタリアンライグラスが455鼠7
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ゲントコーンが52K7、同7月はゲントコーンが54．6辱、ソルゴーがでZ2K7、乾草が0．6

Kゾである。すなわち、昭和51年の方が6，7．月の両月とも青刈粗飼料の給与量が同50年のそ

れより約10K7も多い。このために、昭和51年の飲水量の方が少ないと思われる。また、昭

和50年の10、11月の飲水量は気温低下よりみれば7、8月と変わらず、多い。この両月

の粗飼料は10，月の場合ソルゴーが4αoK7と乾草が4．oK乳11月の場合ゲントコーン・ソ

ルゴーのサイレージが25．5Kgと乾草が4．3Kgである。このように、青刈粗飼料が少なく、乾

草が多いという飼料構造のために、気温が低いのに飲水量が多いと思われる。

第4表　　飼　料　給　一与　量　　1頭1日当り　　　　　　　　　　　　　単位：K7

鰯 濃　厚 飼 料 粗 飼 料

瑚
全酪大麦
P号挽砕

薮 計
　　　　ゲントイタリアン　　　　コーン 　　　　　　デントコーンソルコL　カ　ブ　　　　　　サイレージ

乾草その他 計

50年
@4月

@5月

@6月

@7月

@8月

@9月

P0月

P1月

P2．月

T1年
@1．月

@2月

@5月

@4．月

@5月

@6月

@7．月

@8月

@9月

5．6　1．0

S．5　1．0

S．5　1．0

S．2　1．0

S．4　1，0

S．6　1．0

T．0　1．0

T．0　1．0

S．8　〔L9

S．8　α9

S．9　〔L9

S．5　1．1
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ｿ8

ｿ8

Z6

U5

U5

T．8

T0

U．4

嘯盾

yO

U．6
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U．3
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U．2

U1
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45．0

S5．6

T－65

@　　41．5

@　　50．5

Q5．0

Q1．0

Q5』

U5．5

Sa7

S5．5　　5．2

@　　54．6

5ZO

S0．0

@　　　　　25．5’
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ｿ8

S．0

S．5

T．7

P．7

T6

T．0

O．8

O．7

ｿ7

ｿ6　池北グラス
@　　　5．6α7　　”　　　　Z4

@　野草6．7

45．0

S5．6

T65

S1．5

TZO

T5．7

T6．0

S2．7

T〔L1

S5．4

T1．4

T4．0

U8．7

S5．5

S95

T4．2

T乙5

R91
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5．乳量と飲水量

　乳牛各1頭別の飲水量の測定は行なわなかったので、乳量と飲水量の関係をみることはかなり

困難であった。そのため、経産牛の2群（6～8頭）の乳量と牛舎に冷ける飲水量の関係をみる

ことにする（第5表）。A、　B両群の乳量と飲水量はかなり強い関係にあることがわかる。すな

わち、乳量が多い方の群の飲水量の方が大きく、逆の場合は逆である。しかし、A、　B両群とも

乳量に渣いてほぼ相等しいのに、A群の飲水量が多く、またA群の方の乳量が少ないのに、飲水

量はほぼ等しいという月がある。全体的に言って、A群の飲水量はB群の飲水量より大きい傾向

にある◎この原因として、乳牛により運動場と牛舎における飲水の割合が異なることが考えられ

る。

第5表　　乳量と飲水量

項目
A 群 B 群 飲　水 量 1頭当り

年．月　　’・
頭数

1頭当り，

禔@　量
頭数
1頭当り
禔@　量 A　群

B　群．

頭
K：7
頭

K：タ 4 4
昭和50年4月 7 629 6 545 1，102 955

5 一7 589 6 504 906 810

6 8 490 7 423 1，065 1，015

7 8 549 7 555 1，199 828

8 8 541 7 184 1，024 531

9『 8 458 7 327 1，007 773

10 8 387 7 487 1，101 1，088

11 8 i550 7 492 983 1，221

12 8 269 7 500 1，060 1」60

51．1 8 296 6 504 796 915

2 8 562 7 529 695 697

5 8 540 7 554 1，092 859

4 7 615 7 479 914 665

5 7 595 7 450 615 598

6 7 415 7 540 651 581

7
8
9

7
8
8

510

278

494

7
’
7
’
7
ρ

509

261

251

770

1，198

884

495

921

452
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第6表　　未経産牛飲水量

50年4月

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12

51年1．月

　　　2

　　　5

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

計

平　　均

牛舎内　　運動場
飲水量　　飲水量

飲壽量頭数轟星

1，046

1，508

2，007

1，827

1，485

2，575

2，165

1，68．6

1，417

　798、

　796

　782

　405

　502

　601

　426

　648

　177

　　　4　　　　　4
1，278　　　　2，524

3，759　　　　　5，267

1，716　　　 5，725

2，ろ95　　　　　　4，222

5，048　　　　4，55｛

2，897　　　　5，472

2，554　　　　　4，719

1，921　　　　5，607

　570　　　 1，987

　505　　　 1，501

　597　　　 1，595

　515　　　　1，297

1，256　　　　1，659

2，202　　　 2，704

1，820　　　　　2，421

1，527　　　　1，95ろ

1，947　　　　　2，595

1，485　　　　1，660

頭

20，847　　51，988 52，855 65

1，158 1，777 2，955 55 2Z5

　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約

1，乳牛の飲水量は月別にみれば、気温の高い夏季に多く、経産牛1頭1日当り504以上であ

　つた。一方、冬季の飲水量は404以下であった。飲水量が最大になったのは昭和51年8．月

で62」多を示した。

2．しかし、昭和50年10、11月の飲水量は584と7、8．月の飲水量と変らなかった。

乳牛は5月より11月まで搾乳、採食時以外は運動場で放牧されている。この乳牛の運動時間

　と飲水量の関係をみると、昭和51年8月の場合、運動時間が1日当り19時間で飲水量は、

　76．84、同じく10時間で55．84であった。とりわけ、前者では運動場に壽いて28．94
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第7表　 仔牛飲水量

項目
牛舎内 運動場

飲水量計 頭数
1頭1日当り

年月 飲水量 飲水量 飲 水 量
虚　’

4 4 4 頭 4
50年 4月 5576 595 乙769 7 18

5 4，725 1，500 6025 7 28

6 2，142 1，258 5，400 7 16

7 1，659 748 2，407 2 59

　　　8

　　　9

　　10

　　11

　　12
51年　1月

　　　2

　　　5

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　8

　　　9

894

1，013

　662

590

268

325

765

1，240

1，174

1，149

1，697

1，486

1，447

875

896

804

851

886

623

1，030

789

1，790

1，817

1，513

1，476

　891

　525

　765

1，240

1，174

1，149

1，697

1，486

2，477

1，664

計 25，485　　　2578　　　55．065　　　57

平　　均 1，416 532 1，948 5．2 199

　の飲水がみられた。

5．また、飲水量には粗飼料の種類と量が影響することが考えられる。すなわち、昭和50年10，

　11．月は青刈粗飼料が少なく、乾草が1日マ頭当り4Kヌ以上と多かった。このことによっても飲

水量は増大したものと思われる。昭和51年5、6月の飲水量は44，4L4と前年に比べかなり

低かった。この両月の青刈飼料の量は前年より約10五7多く、青刈粗飼料よりの水分採取を考え

　れば、両年に大差はない。
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4　乳牛の終日放牧が行なわれる夏型飼養方式に論いても、牛舎内おける飲水量が運動場に凄け

　る飲水量を上廻った月が多い。濃厚飼料を採食する時、また直後にかなり飲水する事を示した。

5．乳量の多い乳牛の飲水量は乳量：の少ない乳牛の飲水量：より多いことが明らかになった。




